







































a review, Blanke, 2012）。その中でも，脳損傷患者を対象に行った症例研究
から，単純な触覚検出や 2点識別，刺激定位といった体性感覚の主要な知覚
に関しては，第一次体性感覚野が体性感覚情報を認識する中枢である可能性が











正中神経もしくは尺骨神経に対し刺激パルスを数 10から 200 μs 程度呈示す
る。この電気刺激によって刺激後 20 ms 以降でヒトの頭頂部に特定のパター
ンをもつ ERP である SEP が誘発される（Fig. 1）。
Fig. 1で示した体性感覚刺激に対する SEP は，体性感覚のもつ様々な情報






Fig. 1 SEP の正常波形
実験参加者 1名の SEP 波形を図示している。横軸は刺激呈示前 50 ms から刺
激呈示後 150 ms までの時間を，縦軸は頭皮上の電極で記録された電圧値を表
している。刺激部位は左上肢掌側，橈骨手根関節の正中神経上であり，閾値
（0.8 mA）の 3倍（2.4 mA）の電気刺激を 200 μs 呈示した。導出電極は，拡張
10−20％法の C 4であり，基準電極は鼻尖とした。サンプリング周波数は 1000
Hz，帯域周波数は 0.01−200 Hz で記録し，720回の刺激を加算平均した。刺激
呈示後，20 ms 付近から 80 ms 付近にわたって複数の成分が確認できる。
１０３体性感覚刺激処理に対する視覚情報の効果











注意量や（Sugimoto & Katayama, 2013），特定の刺激呈示部位に対する選択
的な注意（Eimer & Forster, 2003）など数多くの検討がなされている（see a

























の研究がなされている（see a review, Spence, 2002）。その中でも，Spence,
























































Spence, Baddeley, Zampini, James, & Shore, 2003 ; Yates & Nicholls,
2011），運動方向の一致による周波数弁別成績の向上（Gray & Tan, 2002），
不一致による運動方向弁別成績の低下（Craig, 2006），運動方向の一致による

















代初頭には，陽電子断層撮影法（positron emission tomography : PET）や




告している（Macaluso, Frith, & Driver, 2002 ; Nakashita, Saito, Kochi-
yama, Honda, Tanabe, & Sadato, 2008）。
しかし，先述したとおり，体性感覚では刺激呈示後，約 20 ms で感覚処理
が始まる。視覚や聴覚といった他の感覚刺激の場合，第一次感覚野での感覚処
理は刺激呈示後 100 ms 前後から行われるが，体性感覚ではこの時間帯におい





netoencephalography : MEG）や EEG, ERP による検討が必要になると考え
られる。このような必要性からいくつかの研究が行われ，実験心理学的検討に
よって示された視覚刺激を用いた特定の空間に対する空間的注意は，体性感覚
刺激後 100 ms 以内の第一次体性感覚野に由来した初期刺激段階へ影響を与え
るという報告や（Meehan, Legon, & Staines, 2009），体性感覚刺激と視覚刺
激が空間的に近しい位置へ呈示されるだけでも，体性感覚刺激に対する第一次
体性感覚野及び第二次体性感覚野の脳神経活動が増大すると報告されている














Fig. 4 木村（2012）の各条件における SEP
（a）は手がかり刺激と標的刺激間の呈示位置と時間間隔ごとの SEP の総加算波形
を図示している。横軸は刺激呈示前 50 ms から刺激呈示後 100 ms までの時間を，
縦軸は頭皮上の電極で記録された電圧値を表している。刺激部位は左上肢掌側，橈
骨手根関節の正中神経上であり，閾値（平均 1.1 mA）の 3倍（3.3 mA）の電気刺
激を 200 μs 呈示した。導出電極は，拡張 10−20％法の C 4であり，基準電極は鼻
尖とした。サンプリング周波数は 1000 Hz，帯域周波数は 0.01−200 Hz で記録し
た。各条件の試行数は 300試行であり，各条件で呈示された体性感覚刺激に対する
ERP に対し加算平均を行った（範囲：181−224 回）。V_は呈示部位が有効条件
（Valid），In_は無効条件（Invalid），150は時間間隔が 150 ms, 1200は時間間隔
が 1200 ms であった条件を表している。（b）は，（a）で示された SEP の P 28成
分の頂点振幅から N 33成分の頂点振幅までの変動値である頂点間振幅の値を図示
している。P 28は体性感覚刺激後 25 ms から 35 ms での陽性方向の最大振幅，N
33は体性感覚刺激後 30 ms から 40 ms での陰性方向の最大振幅とした。時間間隔





その結果，手がかり刺激と標的刺激の間に 1200 ms の時間間隔を設けた条
件では，IOR といった注意の抑制が生じた事態と同様に，第一次体性感覚野



















































ず，視覚探索や注意の瞬き，IOR（Abrams, Davoli, Du, Knapp, & Paull,
2008），そして図地分離に至るまで（Cosman & Vecera, 2010），数多くの視




る（Graziano & Gross, 1993 ; Graziano, Yap & Gross, 1994）。また，この
多感覚ニューロン群は，通常，体性感覚情報と手の近傍に対する視覚情報に対
し反応を示すが，手の近傍に含まれる範囲は可塑的に変化することが示されて
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